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平成30年度 一般会計当初予算
平成30年度　一般会計当初予算

9億3,378万円

◦当初予算の概要
　相楽東部広域連合では、主に相楽東部クリーンセンターの運営、笠置町・和束町・南山城村の３小学校、
２中学校の運営、そして社会教育（生涯教育）事業を主な業務としておこなっています。
　平成 30年度の一般会計予算が３月の定例議会で可決されました。予算の総額は９億 3,378 万円で前年度
と比較すると、3,797 万円の増額となっています。
　歳入につきましては、主なものとして分担金・負担金が 5,196 万円の増額、諸収入が 318 万円の減額となっ
ています。
　歳出につきましては、総務費においては、主なものとして笠置町と南山城村にある教育委員会分室のセキュ
リティ対策事業の費用として 278 万円、連合事務局の電話交換機及び電話設備更新工事の費用として 102
万円を計上しています。
　民生費では、今年度から本格的に始まる認知症初期集中支援事業にサポート医や作業療法士等への報償費
や認知症ケアパスリーフレット作成費用等で 45万円を計上しています。
　衛生費では、相楽東部クリーンセンターの稼動開始から既に 19年が経過し、施設の老朽化が著しく進行
しており、ごみ処理施設としての機能を維持するために、１･２号炉煙突下部補修工事や１号炉ガス冷却室
下部シュート補修工事等の工事請負費用として 782 万円を計上しています。
　教育費では、笠置小学校・和束小学校・和束中学校のトイレ改修工事を実施します。そのための工事請負
費用として３小中学校計 9,779 万円、南山城小学校の空調設備工事費として、5,071 万円を計上しています。
　また、平成 30年度から新たに始まる小中学校給食費及び修学旅行費無償化事業に必要な費用として 2,173
万円を計上しています。
　社会教育費においては、平成 26年度より実施している合同成人式や子育て講座、女性学講座、成人教育
事業、京のまなび教室推進事業、高齢者教育推進事業など、それぞれのライフステージに対応した各種社会
教育事業を充実させています。
　和束町史編さん事業には職員の人件費や編さん委員や編集委員への報償費、備品の購入費用等で 1,836 万
円を計上し、いよいよ本格的に事業が始動することとなります。

広　域　連　合

歳  出
（単位：千円）

歳  入
（単位：千円）

予備費　1,200

議会費　741
総務費　58,095

民生費　12,142

衛生費
240,242

教育費
593,169

公債費
28,196諸収入　16,040

繰越金　1,300
繰入金　4,000財産収入　1

府支出金
15,726
国庫支出金
193
使用料及び
手数料
12,105

分担金及び負担金
884,420
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歳  出
（単位：千円）

歳  入
（単位：千円）

予備費　1,000

議会費　39,266

総務費
399,885

民生費　331,524

衛生費
144,966

農林水産業費
22,977

商工費
57,029

土木費
153,090

消防費
62,846

教育費
88,855

公債費　97,061

諸支出金　1

利子割交付金　288
配当割交付金　900
株式等譲渡所得割交付金　500

地方譲与税　6,000

地方消費税交付金　24,200

地方特例交付金　48

ゴルフ場利用税交付金　34,000
自動車取得税交付金　2,200

町　税
154,222

地方債
140,600

諸収入　71,338

寄附金　2

繰入金
117,282

繰越金　3,182

財産収入
5,458

府支出金
70,195

地方交付税
660,000分担金及び負担金

2,080

使用料及び手数料
14,563

国庫支出金
91,442

平成30年度　一般会計当初予算

13億9,850万円
笠 置 町

町民福祉のために（民生費）�………………………… 241,284 円
町債の償還のために（公債費）�…………………………70,641 円
ごみ処理や健康を（衛生費）�………………………… 105,507 円
窓口のサービスのために（総務費）�………………… 291,037 円
教育のために（教育費）�…………………………………64,669 円
火災予防等のために（消防費）�…………………………45,739 円
道路・河川・住宅などの整備のために（土木費）�… 111,419 円
議会活動のために（議会費）�……………………………28,578 円
農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費）�……16,723 円
商工業の振興のために（商工費）�………………………41,506 円
予備費など（予備費・諸支出金）�………………………… 729 円
町民１人当たりに使われるお金…………………… 1,017,831 円
町民１人当たりが納めるお金………………………… 112,243 円
１世帯当たりに使われるお金……………………… 2,135,115 円
１世帯当たりが納めるお金…………………………… 235,453 円

◦歳出　目的別で町民１人当たりにすると（一般会計）

◦当初予算の概要
　平成 30年度の一般会計予算ほか 4特別会計予算が 3月の定例議会で可決されました。
一般会計と4特別会計を合わせた予算総額は20億 1,570万円で、前年度に比べ28,79 万円の減額（1.4％減）
となっています。

◦平成 30 年度当初予算の主な内容
　総務費では、戸籍のコンピュータ化費用として 4,482 万円、平成 25年 9月に導入した笠置町庁舎ネット
ワーク基盤の保守が満了することから機器の更新費用として 1,557 万円や防災システム J-ALERTの受信機
を新型機へ更新する費用として 504 万円等を計上しています。
　民生費では、社会福祉協議会運営補助を拡充し 1,185 万円に、障害者自立支援給付事業の拡充に伴い 3,715
万円を予算計上しています。また、多世代交流施設として整備した「つむぎてらす」の維持管理経費等とし
て 600 万円を計上しています。
　農林水産費では、森林法の改正に伴う林地台帳及び地図の公表に向けたシステム整備に 89万円、土木費
では、潜没橋補修事業として 3,150 万円、町道笠置有市線改良事業として 3,830 万円、町営住宅の耐震改
修及びバリアフリー化事業等に 3,700 万円を予算計上しています。
　教育費では、相楽東部広域連合への負担金を計上しており、小学校トイレ改修工事等が実施されます。
　公債費では、平成 17年度に借入れた過疎対策事
業債や平成 9年度に借り入れた臨時税収補てん債
の元金償還が終了したこと等により前年度に比べて
186 万円の減額となっています。

人口　1,374 人　　　　世帯数　655 世帯
平成 30 年４月１日現在

●会計別予算の総括
会計区分 30年度

予算額
29年度
予算額

比較増減
額 増減率

一　般　会　計 1,398,500 1,368,000 30,500 2.2

特　別　会　計 617,198 676,483 △�59,285 △�8.8

国民健康保険特別会計 227,486 285,982 △�58,496 △�20.5

簡易水道事業特別会計 63,613 63,200 413 0.7

後期高齢者医療特別会計 266,236 261,769 4,467 1.7

介護保険特別会計 59,863 65,532 △�5,669 △�8.7

　合　　計 2,015,698 2,044,483 △�28,785 △�1.4

（単位：千円、％）



4

歳  出
（単位：千円）

歳  入
（単位：千円）

予備費　5,000

議会費　55,204

総務費
550,568

民生費
678,314

衛生費
458,602

農林業費
123,718

商工費
54,253

土木費
275,013

消防費
216,187

教育費
255,928

公債費　400,688

諸支出金　10

災害復旧費
8,515

利子割交付金　750
配当割交付金　2,482
株式等譲渡所得割交付金　2,520
地方消費税交付金　62,881
ゴルフ場利用税交付金　10,302
自動車取得税交付金　10,964
地方特例交付金　479

地方譲与税　27,339町　税
369,499

財産収入
457

寄付金　1

繰入金
160,115

繰越金
5,000

諸収入
35,960

地方債
295,000

府支出金
187,013

地方交付税
1,553,232交通安全対策

特別交付金　200
分担金及び負担金
74,082

使用料及び手数料
29,875

国庫支出金
253,849

平成30年度　一般会計当初予算

30億 8,200万円

～ずっと暮らしたい　活力と交流の茶源郷　和束をめざして～
◦当初予算の概要
　平成 30年度の一般会計ほか６特別会計予算が３月の定例議会で可決されました。
　一般会計と６特別会計を合わせた予算の総額は、50億 5,035 万円で、前年度に比べ１億 2,631 万円の減額（2.4％減）
となっています。
◦平成 30 年度当初予算の主な内容
　子育てしやすいまちづくりを目指し、医療費無料化を 18歳まで拡充するとともに、教育環境の充実を図るため、小・
中学校の給食費及び修学旅行の無償化や小・中学校のトイレ改修などに必要な費用を相楽東部広域連合への負担金とし
て計上しています。
　安心・安全な暮らしの実現のため、町道拡幅事業や橋梁長寿命化工事、西部配水管の布設替工事などのインフラ環境
整備を行います。また、地域防災計画や防災マップの見直し、防火水槽設置工事、小学校（指定避難所）へのマンホー
ルトイレ設置設計業務など防災体制の充実強化を図ります。�さらに、サルなどの鳥獣被害防止対策を強化し、安心し
て生活できるための施策を推進します。
　茶業を中心とした農林業支援の充実を図るとともに、地
元住民や民間企業等と連携しながら地方創生の推進により
町の活性化を目指し、移住定住等の人口拡大に向けた取組
を実施します。

和 束 町

●会計別予算の総括 （単位：千円、％）

会計区分 30年度
予算額

29年度
予算額 比較増減額 増減率

一　般　会　計 3,082,000 3,019,500 62,500 2.1

特　別　会　計 1,968,350 2,157,160 △�188,810 △�8.8

湯船財産区特別会計 5,150 8,680 △�3,530 △�40.7

国民健康保険特別会計 767,100 905,100 △�138,000 △�15.2

（事業勘定） 662,100 805,500 △�143,400 △�17.8

（直営診療施設勘定） 105,000 99,600 5,400 5.4

簡易水道事業特別会計 288,300 386,180 △�97,880 △�25.3

下水道事業特別会計 222,500 215,600 6,900 3.2

介護保険特別会計 619,300 577,800 41,500 7.2

（保険事業勘定） 611,300 572,500 38,800 6.8

（サービス勘定） 8,000 5,300 2,700 50.9

後期高齢者医療特別会計 66,000 63,800 2,200 3.4

　合　　計 5,050,350 5,176,660 △�126,310 △�2.4

町民福祉のために（民生費）�………………………… 168,483 円
窓口のサービスのために（総務費）�………………… 136,753 円
ごみ処理や健康を守るために（衛生費）�…………… 113,910 円
町債の償還のために（公債費）�………………………… 99,525 円
道路・河川・住宅の整備のために（土木費）�………… 68,309 円
教育のために（教育費）�………………………………… 63,569 円
火災予防のために（消防費）�…………………………… 53,698 円
農林業基盤や事業振興のために（農林業費）�………… 30,730 円
議会活動のために（議会費）�…………………………… 13,712 円
商工業の振興のために（商工費）�……………………… 13,476 円
予備費など（予備費・諸支出金）�…………………………1,242 円
町民１人当たりに使われるお金……………………… 765,524 円
町民１人当たりが納めるお金…………………………… 91,778 円
１世帯当たりに使われるお金…………………………1,804,450 円
１世帯当たりが納めるお金…………………………… 216,334 円

歳出　目的別で町民１人当たりにすると（一般会計）

人口　4,026 人　　　　世帯数　1,708 世帯
平成 30 年４月１日現在
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歳  出
（単位：千円）

歳  入
（単位：千円）

予備費　5,000
議会費　50,879

総務費
596,699

民生費
440,006

衛生費
318,424

農林水産業費
118,669

商工費
53,198

土木費
266,931

消防費
119,539

教育費　234,312
災害復旧費
42,940

公債費　228,161

利子割交付金　500
配当割交付金　1,500
株式等譲渡所得割交付金　1,000
地方消費税交付金　40,000
ゴルフ場利用税交付金　60,000
自動車取得税交付金　6,000
地方特例交付金　300

地方譲与税　22,500村　税
296,258

諸収入
82,007

地方債
310,800

繰越金
7,500

繰入金
199,539

交通安全対策特別交付金　500分担金及び負担金
3,479

使用料及び手数料
35,835

国庫支出金
206,922

府支出金
108,835

財産収入
1,283

寄付金
10,000

地方交付税
1,080,000

平成30年度　一般会計当初予算

24億 7,475万円

村民福祉のために（民生費）�…………………………… 156,753 円
村債の償還のために（公債費）�…………………………… 81,283 円
ごみ処理や健康を守るために（衛生費）�……………… 113,439 円
窓口のサービスのために（総務費）�…………………… 212,575 円
教育のために（教育費）�…………………………………… 83,474 円
火災予防等のために（消防費）�…………………………… 42,586 円
道路・河川・住宅などの整備のために（土木費）�……… 95,095 円
議会活動のために（議会費）�……………………………… 18,126 円
農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費）�……… 42,276 円 人口　2,807 人　　　　世帯数　1,247 世帯

歳出　目的別で村民１人当たりにすると　（一般会計）

平成 30 年４月１日現在

南 山 城 村

●平成30年度一般会計当初予算の主な事業 ●会計別予算の総括（単位：千円） （単位：千円、％）

事業名 事業内容 予算額

駅舎活性化事業
駅舎の発券、清掃作業業務委託の実施。「駅
再生プロジェクト」の実施計画に基づき、
大河原駅の駅舎改修を実施する。

12,628

道路を整備する
事業

大河原東和束線・法ヶ平尾立石線の道路
改良及び大河原島ヶ原線外路線の舗装修
繕等を実施する。

161,261

橋梁を整備する
事業

南山城村橋梁長寿命化計画に基づき、適
正な橋梁の管理点検をおこない、計画的
な修繕を図る。

20,800

未給水地域解消
対策事業

水道の未給水地域（野殿・童仙房）の飲
料水確保対策として、現状の水質状態を
把握し、未給水地域解消計画を策定する。

5,940

医療施設整備事
業

永続的に地域医療・介護サービスを確保
するため、村内公共交通が確立された利
便性の高い場所に集約・整備を図る。

2,160

茶振興対策事業
【高品質茶生産
推進事業】

「収益力の高い作物への転換」を目的とし
て、碾茶やかぶせ茶等に使用する被覆資
材購入経費に対する補助をおこない、高
品質茶生産（高品質・高付加価値化）を
図る。

6,900

企業誘致整備事
業

企業誘致を積極的に推進し、村民の雇用
機会の増大及び村の活性化を図る。

37,228

会計区分 30年度
予算額

29年度
予算額 比較増減額 増減率

一　般　会　計 2,474,758 2,441,857 32,901 1.3

特　別　会　計 1,216,601 1,292,798 △�76,197 △�5.9

国民健康保険特別会計 500,540 548,323 △�47,783 △�8.7

簡易水道事業特別会計 225,553 257,997 △�32,444 △�12.6

後期高齢者医療特別会計 52,214 46,488 5,726 12.3

介護保険特別会計 360,221 362,064 △�1,843 △�0.5

（保険事業勘定） 358,591 360,434 △�1,843 △�0.5

（介護サービス事業勘定） 1,630 1,630 0 0.0

高度情報ネットワーク
特別会計 78,073 77,926 147 0.2

　合　　計 3,691,359 3,734,655 △�43,296 △�1.2

災害復旧のために（災害復旧費）�………… 15,297 円
商工業の振興のために（商工費）�………… 18,952 円
予備費など（予備費・諸支出金）�……………1,782 円
村民１人当たりに使われるお金………… 881,638 円
村民１人当たりが納めるお金…………… 105,543 円
１世帯当たりに使われるお金………… 1,984,569 円
１世帯当たりが納めるお金……………… 237,577 円

◦当初予算の概要
　平成 30年度の一般会計予算ほか５特別会計が３月の定例議会で可決されました。
一般会計と５特別会計を合わせた予算の総額は、36億 9,135 万円で前年度に比べ 4,329 万円の減額（1.2％減）となっ
ています。一般会計の予算規模は、前年度に比べ 3,290 万円の増額（1.3％増）となりました。４月からこの予算に基
づいて新年度事業を展開しています。
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笠置さくらまつり

京都市内に和束町アンテナショップを開設

道の駅 お茶の京都みなみやましろ村
感謝をこめて１周年記念イベントを開催

　３月 31 日（土）、「笠置さくらまつり」が笠置キャンプ場内の桜並木で開かれ、
町内外出店者による模擬店や特産品の販売がおこなわれました。
　例年より時期を早めた開催でしたが、今年は桜の開花も早く、丁度満開の桜並木
の中でイベントがおこなわれました。
　また、今年はステージイベントも充
実しており、歌手の大橋タカシさんに
よるスペシャルライブやプロジャグ
ラーの酒田しんごさんによるジャグリ
ングパフォーマンスなど、来場者と出
演者、出展者が一緒になってイベント
を満喫しました。
　夜にはキャンプ場内のライトアップ
もおこなわれており、昼とは違った幻
想的な様子に多くの方が魅了されまし
た。

　京都・四条の ｢くろちく祇園倭美坐店｣ で３月９日（金）から
和束茶カフェがコーナーをつくり、和束茶を販売しています。場
所は八坂神社前の四条通にあり、連日外国人や修学旅行生が訪れ
賑わっています。府内外の多
くの方の目にとまる場所であ
り、新たな和束茶ファン獲得
に繋げていきたいと思います。
　町民のみなさまにおかれま
しても京都へお出かけの際は
是非お立ち寄りください。

　４月 15日（日）、道の駅「お茶の京都みなみやましろ村」の１周年を記念して大感謝祭が開かれました。手
もみ茶の実演販売や、餅まき・茶畑バースデーケーキのふるまいなどがおこなわれ、大勢の観光客でにぎわい
ました。
　オープンからの１年間で 40 万
人が来店、売上額も３億９,000 万
円と予想を上回る滑り出しに、大
感謝祭では感謝をこめて、100 万
円キャッシュバックや１周年記念
きっぷの発行などのキャンペーン
も展開。2年目以降の営業にも期
待が高まります。

物販の様子

店頭に並ぶ和束茶近くには八坂神社があります

「こっち、こっち」と、餅を呼ぶ人たちで盛り上がった餅まきケーキのふるまいに子どもたちもにっこり

ぎ お ん　 わ　 び　 ざ

笠置町

和束町

南山城村

ステージパフォーマンスの様子
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「相楽東部広域バス」のおしらせ

●�「相楽東部広域バス」のバス停をわかりやすくリニューアルしました
　「相楽東部広域バス」のバス停を平成 30年３月にわかりやすくリニューアル設置し
ました。相楽東部広域バスは、週４日（月・水・金・土曜日）運行しています。お出
かけの際には、バス停を目印にご利用されてみてはいかかでしょうか？

●�バスロケーションシステムを導入し、主要施設に情報端末を
設置しました

　パソコンやスマートフォンでバスの位置や乗車人数がわかるようになりました。ま
た、地域拠点にタブレットを設置し、バスの運行情報を確認できるようにしました。
※�和束町在住で「光ボックス」をお持ちの方は、「光ボックス」の「まちからのお知らせー
生活お役立ち情報」からもご確認いただけますのでご利用ください。

　��（ＱＲコード）
　　��（ＰＣアドレス）
https://buscatch.jp/rt/�
pc/bus_stop_map.php?i�
d=sourakutoubu

●�バス車内にて利用者アンケートを実施していますので、皆様の声をお聞かせください

【相楽東部広域バスのご案内】　　運行日：月・水・金・土曜日（当該日が祝日も運行、但し 12/29 ～ 1/3 は運休）
　　運行ダイヤ：月ヶ瀬口駅発　8:15　10:15　13:15　15:40　　　加茂駅発　　　9:15　11:15　14:15　16:40
　　　　　　　　所要時間 50分　運賃（片道）100 円～ 300 円

【相楽東部広域バスの情報】
　　＜京都府ホームページアドレス＞　HP http://www.pref.kyoto.jp/kotsu/news/sourakutoubukouikibasuunkou.html

問合せ　南山城村総務課【ＪＲ関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通活性化協議会事務局窓口】
　　　　　※上記事務局は笠置町・和束町・南山城村・京都府で構成しています。　☎ 0743・93・0101
　　　　株式会社キタモリ　（運行状況や忘れ物に関すること）　　　　　　　　　　☎ 0595・38・1524

▼設置場所はこちら

道の駅お茶の京都みなみやましろ村 9:00～18:00
　（定休日：毎月第３水曜日）

Cafe ゆるり 11:00～17:00
　（定休日：月・火・日曜日）

南山城村役場 8:30～17:15
　（土日・祝日・年末年始を除く）

やまなみホール 9:00～21:30
　（休館日：月曜日、年末年始）

笠置町役場 8:30～17:15
　（土日・祝日・年末年始を除く）

駅ナカ茶カフェ「STATION!!」（笠置駅） 10:00～18:00
　（定休日：火曜日、祝日の月曜日）

笠置いこいの館 10:00～21:00
　（休館日：第１・第３水曜日）

和束町役場 8:30～17:15
　（土日・祝日・年末年始を除く）
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平
成
30
年
４
月
１
日
付
（　

）
内
は
旧
役
職
名

　
　
　
　
　
　
　
※
係
長
級
以
上
の
異
動
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇　

笠�

置�

町　

◇

【
異　

動
】

　

前
田　

早
知
子　

�

総
務
財
政
課
長
（
総
務
財
政
課
長
兼
企
画
観
光
課

長
兼
会
計
管
理
者
）

　

小
林　

慶
純　
　

商
工
観
光
課
長
（
企
画
観
光
課
担
当
課
長
）

　

草
水　

英
行　
　

議
会
事
務
局
次
長
（
総
務
財
政
課
長
補
佐
）

　

岩
崎　

久
敏　
　

�

総
務
財
政
課
担
当
課
長
兼
会
計
管
理
者
（
総
務
財

政
課
長
補
佐
）

　

浅
川　

元
紀　
　

建
設
産
業
課
長
補
佐
（
建
設
産
業
課
主
査
）

　

森
本　

貴
代　
　

税
住
民
課
長
補
佐
（
税
住
民
課
主
査
）

　

増
田　

紀
子　
　

総
務
財
政
課
長
補
佐
（
総
務
財
政
課
主
査
）

　

福
島　

学　
　
　

税
住
民
課
長
補
佐
（
税
住
民
課
主
査
）

【
新
規
採
用
】

　

前
川　

佳
之　
　

商
工
観
光
課
主
事

　

足
立　

奈
未　
　

総
務
財
政
課
主
事

【
派　

遣
】

　

辰
馬　

佳
司　
　

商
工
観
光
課
担
当
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

�（
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
よ
り
地
域
お
こ
し
企
業

人
と
し
て
派
遣
）

【
退　

職
】
※
平
成
30
年
３
月
31
日
付

　

川
崎　

麻
彩　
　
（
企
画
観
光
課
主
事
）

　

中
村　

秀
隆　
　
（
笠
置
中
学
校
）

◇　

和�

束�

町　

◇

【
異　

動
】

　

東
本　

繁
和　
　

�

農
村
振
興
課
長
兼
茶
業
係
長
事
務
取
扱
（
農
村
振

興
課
長
）

　

岡
田　

博
之　
　

�

総
務
課
長
兼
和
束
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
事

務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　

�（
福
祉
課
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取

扱
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
者
事
務
取

扱
）

　

草
水　

清
美　
　

�

総
務
課
地
方
創
生
担
当
課
長
兼
財
政
係
長
事
務
取
扱

（
総
務
課
地
方
創
生
担
当
課
長
兼
財
政
係
長
事
務

取
扱
兼
地
域
情
報
係
長
事
務
取
扱
）

　

井
上　

順
三　
　

�

人
権
啓
発
課
長
兼
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長

事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　

�（
人
権
啓
発
課
長
兼
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所

長
事
務
取
扱
兼
啓
発
調
整
係
長
事
務
取
扱
）

　

細
井　

隆
則　
　

税
住
民
課
長
兼
税
務
係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
住
民
課
長
）

　

島
川　

昌
代　
　

�

議
会
事
務
局
長
（
議
会
事
務
局
長
兼
庶
務
係
長
事

務
取
扱
）

　

瀧
村　

幸
代　
　

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
住
民
課
長
補
佐
兼
住
民
戸
籍
係
長
事
務
取
扱
）

　

北　
　

広
光　
　

�

福
祉
課
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
者
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　

�（
福
祉
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
事
務
取
扱
兼

福
祉
係
長
事
務
取
扱

　

馬
場　

か
よ
子　

�

福
祉
課
主
幹
兼
福
祉
係
長
事
務
取
扱
兼
健
康
係
長

事
務
取
扱
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
勤
務

　
　
　
　
　
　
　
　

�（
福
祉
課
長
補
佐
兼
健
康
係
長
事
務
取
扱
兼
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

　

原
田　

敏
明　
　

総
務
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　

�（
総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱
兼
行
政

係
長
事
務
取
扱
）

　

北　
　

卓
也　
　

�

人
権
啓
発
課
長
補
佐
兼
啓
発
調
整
係
長
事
務
取
扱

（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務
）

　

城
野　

成
子　
　

会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
計
課
会
計
係
長
）

　

竹
谷　

徹
也　
　

農
村
振
興
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
村
振
興
課
茶
業
係
長
）

　

吉
田　

敏
江　
　

�

税
住
民
課
長
補
佐
兼
住
民
戸
籍
係
長
事
務
取
扱
兼

保
険
年
金
係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
住
民
課
保
険
年
金
係
長
）

　

北　
　

淳
司　
　

建
設
事
業
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱

　

�

（
再
任
用
職
員
）　
　
（
農
村
振
興
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長
事
務
取
扱
）

　

中
野　

克
子　
　

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務
・
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務
・
主
任
）

　

小
川　

恭
仁
子　

総
務
課
地
域
情
報
係
長
兼
行
政
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
主
任
）

　

松
井　

幸
則　
　

福
祉
課
介
護
保
険
係
長
（
福
祉
課
主
任
）

　

今
西　

靖　
　
　

議
会
事
務
局
庶
務
係
長
（
議
会
事
務
局
主
任
）

　

枡
本　

桂
子　
　

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務
・
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務
・
主
任
）

【
派　

遣
】

　

山
本　

千
代
美　

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

　

西
田　

絵
美　
　

京
都
地
方
税
機
構
派
遣
勤
務
（
総
務
課
主
査
）

　

岡
田　

佳
子　
　

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務

　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
村
振
興
課
主
事
）

【
新
規
採
用
】

　

中
山　

友
太　
　

福
祉
課
主
事

　

枡
本　

翔
一　
　

建
設
事
業
課
主
事

　

大
木　

一
恵　
　

税
住
民
課
主
事

　

中
井　

翔
子　
　

農
村
振
興
課
主
事

　

内
富　

ま
り
あ　

福
祉
課
主
事

　

小
渡　

光　
　
　

和
束
保
育
園
保
育
士

【
退
職
者
】】
※
平
成
30
年
３
月
31
日
付

　

中
嶋　

浩
喜　
　

�

総
務
課
長
兼
和
束
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
事

務
取
扱

　

久
保　

寿
己　
　

税
住
民
課
長
補
佐
兼
税
務
係
長
事
務
取
扱

　

吉
田　

寿　
　
　

建
設
事
業
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱

◇　

南
山
城
村　

◇

【
異　

動
】

　

廣
岡　

久
敏　
　

産
業
生
活
課
長
（
む
ら
づ
く
り
推
進
課
長
）

　

岸
田　

秀
仁　
　

む
ら
づ
く
り
推
進
課
長
（
産
業
生
活
課
長
）

　

仲
辻　

泰
生　
　

産
業
生
活
課
長
補
佐
（
産
業
生
活
課
係
長
）

　

土
井　

ひ
と
み　

建
設
水
道
課
係
長
（
建
設
水
道
課
主
任
）

　

徳
田　

由
美
子　

総
務
課
係
長
（
総
務
課
主
任
）

　

山
際　

純
正　
　

総
務
課
係
長
（
総
務
課
主
任
）

【
新
規
採
用
】

　

植
村　

麻
衣
香　

保
育
士

【
退
職
】
※
平
成
30
年
３
月
31
日
付

　

森
本　

健
次　
　

む
ら
づ
く
り
推
進
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
（
株
式
会
社
南
山
城
派
遣
）

　

松
本　

久
代　
　

総
務
課
係
長
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

　

鍋
島　

有
紀
恵　

保
育
士

◇　

相
楽
東
部
広
域
連
合　

◇

【
異　

動
】

　

安
原　

正
康　
　

�

事
務
局
長
（
京
都
府
府
民
生
活
部
人
権
啓
発
推
進

室
副
課
長
）

　

中
嶋　

孝
浩　
　

会
計
管
理
者
兼
環
境
課
長
（
生
涯
学
習
課
長
）

　

山
本　

毅
志　
　

�

京
都
府
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
管
理
組
合
総

務
課
長�

（
事
務
局
長
兼
環
境
課
長
）

　

井
上　

浩
樹　
　

生
涯
学
習
課
長（
相
楽
東
部
広
域
連
合
会
計
管
理
者
）
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４
月
１
日
か
ら

新
教
育
委
員
に

植
田
宏
和
さ
ん

（
南
山
城
村
）
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
の
構
成
】

　

教
育
長　
　
　
　
　
　

西
本　

吉
生

　

同
職
務
代
理
者　
　
　

石
橋　

常
男

　

委
員　
　
　
　
　
　
　

北
口　

弘
子

　

委
員　
　
　
　
　
　
　

中
井　
　

薫

　

委
員　
　
　
　
　
　
　

植
田　

宏
和

�

平
成
30
年
４
月
１
日
付
け　
（　

）
内
は
前
職
名

　

生
涯
学
習
課
長　

井
上　

浩
樹

　
　
　
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
会
計
管
理
者
）

　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
長　

山
本　

千
代
美

　
　
　
（
和
束
町
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

　

生
涯
学
習
課
主
事　

岡
田　

佳
子

　
　
　
（
和
束
町
農
村
振
興
課
主
事
）

　

学
校
教
育
課
主
事　

荒
木　

聖
子

　
　
　
（
南
山
城
村
む
ら
づ
く
り
推
進
課
主
事
）

　

笠
置
町
分
室

　

山
城
教
育
局
派
遣
社
会
教
育
主
事　

松
浦　

崇　

　
　
　
（
笠
置
小
学
校　

教
諭
）

　

春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。

　

４
月
２
日
（
月
）、
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
平
成
30
年
度
教
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
離
・
着

任
式
が
行
わ
れ
、
13
名
の
先
生
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が

ら
、
新
し
く
着
任
さ
れ
た
先
生
と
共
に
、
気
持
ち
を
新
た

に
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◇
　
新
し
く
着
任
さ
れ
た
先
生
の
紹
介
　
◇

�

※
職
名
・
氏
名
（
前
任
校
・
役
職
）

【
笠
置
小
学
校
】

　

教
頭　

杉
田　

賢
知（
山
城
教
育
局
派
遣
社
会
教
育
主
事
）

【
和
束
小
学
校
】

　

教
頭　

中
熊�

貴
史
（
笠
置
小
学
校�

教
頭
）

　

教
諭　

安
岡　

恭
一
郎
（
美
河
小
学
校�

教
諭
）

　

教
諭　

東　

裕
樹
也
（
新
規
採
用
）

　

教
諭　

大
田�

恵
子
（
和
束
小
学
校�

教
諭　

再
任
用
）

　

栄
教　

吉
田　

ち
ひ
ろ
（
新
規
採
用
）

【
南
山
城
小
学
校
】

　

教
頭　

德
田　

加
奈
子
（
東
光
小
学
校�

教
諭
）

　

教
諭　

石
田　

智
美
（
丹
波
ひ
か
り
小
学
校　

教
諭
）

　

教
諭　

中
村　

泰
葉
（
薪
小
学
校　

教
諭
）

【
和
束
中
学
校
】

　

教
諭　

二
瀬　

真
子
（
泉
ヶ
丘
中
学
校�
教
諭
）

【
笠
置
中
学
校
】

　

教
諭　

石
田　

直
美
（
若
浦
中
学
校�

教
諭
）

　

教
諭　

鈴
木　

夏
香
（
上
林
中
学
校�

教
諭
）

　

養
教　

安
見　

和
代
（
木
津
第
二
中
学
校　

養
教
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
等
し
く
義
務
教
育
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
っ
て
学
習
に
必
要
な

文
房
具
や
靴
な
ど
の
購
入
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者
に
対
し

て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。

　

詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
小
学
校
又
は
中

学
校
の
担
任
の
先
生
に
相
談
さ
れ
る
か
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

対
象
費
用

①
学
用
品
費
等
（
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。）

　

�

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
（
１
年
生
を
除
く
）・
校
外
活
動
費
・

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
（
１
年
生
の
み
）・
ク
ラ
ブ
活

動
費
・
生
徒
会
費
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

②�

医
療
費（
通
学
す
る
学
校
で
、医
療
券
の
申
請
が
必
要
で
す
。）

　

�

対
象
病
名
：
ト
ラ
コ
ー
マ
・
結
膜
炎
・
慢
性
副
鼻
腔
炎
・
中

耳
炎
・
寄
生
虫
病
な
ど

対
象
者

　

申
請
時
に
お
い
て
、
次
の
ア
か
ら
ク
に
該
当
す
る
世
帯

　

ア　

�

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止
又
は
廃
止
を
受
け

た
世
帯

　

イ　

�

市
町
村
民
税
が
非
課
税
又
は
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

ウ　

個
人
事
業
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

エ　

固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

オ　

国
民
年
金
保
険
料
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

カ　

国
民
健
康
保
険
料
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

キ　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

　

ク　

�

学
校
長
又
は
民
生
（
児
童
）
委
員
が
特
に
援
助
が
必
要

と
認
め
る
世
帯

申
請
方
法

　

希
望
者
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、

児
童
生
徒
の
通
学
し
て
い
る
学
校
又
は
教
育
委
員
会
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
提
出
は
不
可
で
す
。

問
合
せ

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　

　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

◇
　
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
の
異
動
　
◇

新
教
育
委
員
の
ご
紹
介

平
成
30
年
度 

離
・
着
任
式

就
学
援
助
費
制
度
に
つ
い
て

植田宏和委員
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シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
38
　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
早
期
接
種
に
つ
い
て

　

日
本
脳
炎
の
ワ
ク
チ
ン
は
生

後
６
か
月
か
ら
接
種
で
き
ま
す
。

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
は
ヒ

ト
か
ら
ヒ
ト
に
は
う
つ
り
ま
せ

ん
。
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
蚊
に

刺
さ
れ
て
感
染
が
起
こ
り
ま

す
。
感
染
し
て
も
実
際
に
発
病

す
る
率
は
１/

１
０
０
か
ら
１

/

１
０
０
０
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
一
旦
発
病
す
れ
ば

死
亡
率
は
20
％
程
度
で
半
数
が

重
い
後
遺
症
を
き
た
す
怖
い
疾

患
で
す
。
発
病
者
が
増
え
る
の

は
蚊
の
活
動
の
活
発
な
夏
か
ら

秋
で
す
。
発
症
者
は
60
歳
か
ら

70
歳
代
に
多
い
の
で
す
が
、
小

児
の
発
症
者
も
ほ
ぼ
毎
年
見
ら

れ
ま
す
。
西
日
本
に
多
い
こ
と

が
知
ら
れ
て
お
り
、
西
日
本
の

１
歳
か
ら
12
歳
ま
で
の
ワ
ク
チ

ン
未
接
種
者
の
約
10
％
が
気
づ

か
な
い
う
ち
に
不
顕
性
感
染
し

て
い
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま

す
。
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ

た
蚊
の
存
在
を
示
す
ブ
タ
の
抗

体
検
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
近

畿
圏
で
も
高
い
陽
性
率
に
な
る

年
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地

球
温
暖
化
に
伴
い
蚊
の
媒
介
す

る
疾
患
が
今
後
増
加
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
秋
、
関
東
地
方
の
生
後
11

か
月
の
乳
児
が
罹
患
し
た
こ
と

が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
３
歳
未
満
で
も
感

染
す
る
機
会
が
あ
り
得
て
、
実

際
発
病
し
た
事
例
も
あ
る
の
で
、

決
し
て
縁
遠
い
疾
患
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は
標
準

的
な
接
種
時
期
が
３
歳
と
さ
れ

て
い
る
た
め
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
法
令
上
６
か
月

か
ら
定
期
接
種
と
し
て
接
種
で

き
ま
す
。
日
本
小
児
科
学
会
で

は
「
日
本
脳
炎
罹
患
リ
ス
ク
の

高
い
者
に
対
す
る
生
後
６
か
月

か
ら
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の

推
奨
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
章

を
だ
し
て
リ
ス
ク
の
高
い
人
に

は
６
か
月
か
ら
の
接
種
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
６
ヶ
月
か
ら
接

種
を
開
始
し
て
も
２
期
接
種
を

す
る
年
齢
ま
で
獲
得
し
た
抗
体

が
持
続
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
早
期
接
種
を
た
め
ら
う
理
由

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
３

歳
以
降
の
対
象
者
に
接
種
忘
れ

が
希
で
は
な
い
現
状
も
考
慮
す

る
と
、
積
極
的
に
接
種
す
る
の

が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
蛇
足
で
す
が
、
30
歳
代

以
降
抗
体
が
低
く
な
る
傾
向
が

あ
る
た
め
、
親
御
さ
ん
の
世
代

も
海
外
な
ど
流
行
地
に
行
く
際

は
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接
種
を
し

た
ほ
う
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

木
津
川
市�

い
し
わ
り
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

石
割
康
平

　

平
成
30
年
度
第
１
回
目
の
「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
い
き
い
き
」
を

開
き
ま
す
。
老
い
へ
の
不
安
、
一
人
へ
の
不
安
、
介
護
に

関
す
る
こ
と
な
ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
交
流
で
き

る
場
所
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日　

時　

５
月
23
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場　

所　

��「
い
き
い
き
元
気
広
場
」（
月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
内
旧
保
育
所
）

内　

容　

�

い
っ
ぱ
い
し
ゃ
べ
っ
て
情
報
交
換
、
コ
ー
ヒ
ー

タ
イ
ム
、
お
い
し
い
お
や
つ
と
お
茶
で
交
流�

問
合
せ　

南
山
城
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

　
　
　
　

南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
１
２
０
１

◦相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～

午後０時30分
診療時間 午前９時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
平成30年６月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目

６月　３日�（日） 内科・小児科

６月 10日（日） 内科・小児科

６月 17日（日） 内科

６月 24日（日） 内科・小児科
※�５月分については広報れんけい４月号をご覧く
ださい。

問合せ　相楽休日応急診療所(相楽会館内)
　　　　☎0774・73・9988（直通）

早
期
の
発
見
・
早
期
の
対
応
が
何
よ
り
大
切
で
す

～
相
楽
東
部
地
域
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

 

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
～

　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
・
相
楽
東
部
広
域
連
合
で
は
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
早
期
に
関
わ
る

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
早
期
診
断
・
早

期
対
応
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

●
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と
は

　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
と
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
専
門
職
（
看
護

師
、
社
会
福
祉
士
、
作
業
療
法
士
、
薬
剤
師
な
ど
）
で
構
成
さ
れ

る
チ
ー
ム
で
す
。

●
こ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す

　

認
知
症
の
方
や
疑
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族
を
訪
問
し
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
を
お
聞
き
し
て
、
そ
の

う
え
で
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
状
況
に
合
わ
せ
た
、
病
院
の
受
診

や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
ご
家
族
の
負
担
軽
減
な
ど
に
つ
な
が
る
よ

う
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

　

40
歳
以
上
の
自
宅
で
生
活
し
て
い
る
認
知
症
の
方
や
認
知
症
が

疑
わ
れ
る
方
で

◇�

認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
な
い
、
ま
た
は
治
療
を
中
断
し
て

い
る
方

◇�

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
利
用
を
中

断
し
て
い
る
方

◇�

何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
が
、
認
知
症
に
よ
る
症

状
が
強
く
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
困
っ
て
い
る
方

相
談
・
問
合
せ

　

笠
置
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
８
９
０

　

和
束
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
６

　
南
山
城
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
総
務
課　

☎
０
７
７
４
・
78
・
０
１
２
０

第
１
回
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
い
き
い
き

 

（
南
山
城
村
）
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「
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
」「
誰
か
に
話
を
聞

い
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
、
が
ん
に
関
わ
る
様
々
な
相
談

を
お
受
け
す
る
窓
口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
に

て
出
張
相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　

時　

６
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時
30
分
ま
で
。

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健

師
ま
た
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予　

約　

�

実
施
日
前
日
の
午
後
４
時
ま
で
に
左
記
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

�

京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
43�

メ
ル
ク
リ

オ
京
都
２
階

　
　
　
　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
１
２
０
・
０
７
８
・
３
９
４（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
及
び

対
面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時
に
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
定
期
接
種
に
な
り
ま
し
た
。
定
期

接
種
の
対
象
と
な
る
方
は
毎
年
異
な
る
た
め
、
こ
の
機
会
を
逃

さ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

今
年
度
対
象
と
な
る
の
は
左
記
の
方
で
す

　
（
接
種
期
間
は
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
）

①
平
成
30
年
度
に
次
の
年
齢
と
な
る
方
→
個
別
に
通
知
し
ま
す

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害

を
有
す
る
方

※�

①
②
に
該
当
さ
れ
る
方
で
も
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
ポ

リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
［
ワ
ク
チ
ン
名
：
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
］）
を

接
種
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
定
期
接
種
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

接
種
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

笠
置
町
保
健
福
祉
課　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

　

和
束
町
福
祉
課　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
６（
直
通
）

　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

～
国
土
交
通
省
認
定
講
習
～

　

移
送
サ
ー
ビ
ス
運
転
協
力
者
講
習
会
の
ご
案
内

　
　

福
祉
有
償
運
送
運
転
者
（
セ
ダ
ン
等
含
む
）
講
習
会

　

平
成
18
年
10
月
か
ら
、
改
正
道
路
運
送
法
が
施
行
さ
れ
市
民
活
動
に
よ
る
非
営
利
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
有
償
運
送
）

は
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
と
し
て
登
録
制
と
な
り
ま
し
た
。
運
転
協
力
者
は
「
２
種
免
許
ま
た
は
１
種
免
許+

認
定
講

習
の
受
講
」
が
要
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
車
輌
で
は
な
い
車
輌
（
セ
ダ
ン
型
）
を
使
用
す
る
場
合
は
、
セ
ダ
ン

等
運
転
者
講
習
を
追
加
受
講
す
る
必
要
（
２
種
免
許
の
場
合
も
必
須
）
が
あ
り
ま
す
。

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

平
成
30
年
度
高
齢
者
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防

接
種
に
つ
い
て

　

２
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
て
を
受
講
さ
れ
た
方
に
は

運
転
協
力
者
講
習
「
修
了
証
」
が
発
行
さ
れ
、
相
楽
東
部

３
町
村
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　

時　

６
月
２
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

３
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

会　

場　

京
都
テ
ル
サ

定　

員　

30
人
程
度

参
加
費
用　

１
５
０
０
円
〈
テ
キ
ス
ト
代
〉

　
　
　
　

�（
京
都
府
か
ら
の
委
託
事
業
で
あ
り
、
受
講
料

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

主　

催　

京
都
府

講
習
会
実
施
団
体

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会

後　

援　

社
会
福
祉
法
人
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会

協　

力　

日
本
赤
十
字
社
京
都
支
部

申
込
み
・
問
合
せ

　

笠
置
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
５
０

　

和
束
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
３
１
２

　
南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
０
７
４
３
・
93
・
１
２
０
１

年齢 対象生年月日

65 歳 昭和 28年 4月 2日生～
昭和 29年 4月 1日生の方

70 歳 昭和 23年 4月 2日生～
昭和 24年 4月 1日生の方

75 歳 昭和 18年 4月 2日生～
昭和 19年 4月 1日生の方

80 歳 昭和 13年 4月 2日生～
昭和 14年 4月 1日生の方

85 歳 昭和 8年 4月 2日生～
昭和 9年 4月 1日生の方

90 歳 昭和 3年 4月 2日生～
昭和 4年 4月 1日生の方

95 歳 大正 12年 4月 2日生～
大正 13年 4月 1日生の方

100 歳 大正 7年 4月 2日生～
大正 8年 4月 1日生の方
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木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
事
故
防
止

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
車
や
バ
イ
ク
で
長
距
離
運

転
さ
れ
る
機
会
が
増
え
る
と
思
い

ま
す
。

　

車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
、
ゆ

と
り
を
持
っ
て
早
め
早
め
の
休
憩

を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
事
故
に
備
え

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
二
輪
車
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
確
実
に
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
泥
棒
に
注
意

　

出
か
け
る
時
は
以
下
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

１
．
自
宅
の
ド
ア
に
鍵
を
か
け
る

　
　

２
．
自
宅
の
雨
戸
は
閉
め
る

　
　

３
．
車
の
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
す
る

　
　

４
．
鞄
や
貴
重
品
を
車
内
に
放
置
し
な
い

　
　

５
．
バ
イ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
は
抜
い
て
お
く

　
　

６
．
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
か
け
る

　

特
に
大
型
連
休
中
は
車
や
バ
イ

ク
で
出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
油
断
せ
ず
、
泥
棒
に
備
え

て
必
ず
鍵
を
か
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◎�

電
話
で
の
お
金
の
話
は
詐
欺
で
す
！
み
ん
な
で
犯
罪
の

な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０

　

３
町
村
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
、
本
団
役
員
が
新
た

に
任
命
さ
れ
る
と
共
に
、
新
入
団
員
が
入
団
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
本
団
役
員
及
び
退
団
役
員
及
び
新
入
団
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。�

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◇
笠
置
町
◇

平
成
30
年
度　

笠
置
町
消
防
団　

本
団
役
員

　

団　

長　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

西　

篤　

司

　

副
団
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

今　

井　
　
　

実

　

副
団
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

井　

仁　

司

　

本
部
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

岡　

和　

洋

　

副
本
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

植　

田　

将　

行

　

副
本
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

西　

井　
　
　

弘

　

本
団
付
班
長　
　
　
　
　
　
　

中　

西　

優　

人

平
成
30
年
度　

笠
置
町
消
防
団　

新
入
団
員

　

第
１
部　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩　

谷　

喜　

人

　

第
１
部　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　

川　

佳　

之

　

第
１
部　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂　

口　

歩　

志

　

自
動
車
部　
　
　
　
　
　
　
　

野　

村　

大　

志

平
成
29
年
度
末
に
退
団
さ
れ
ま
し
た
笠
置
町
消
防
団
本
団

役
員
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

副
団
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

西　

佳　

男

　

副
本
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

西　

中　

義　

博

◇
和
束
町
◇

平
成
30
年
度　

和
束
町
消
防
団　

本
団
役
員

　

団　

長　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

田　

周　

一

　

副
団
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

本　

昌　

隆

　

副
団
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹　

内　

秀　

年

　

湯
船
分
団
分
団
長　
　
　
　
　

長　

西　

朋　

宏

　

湯
船
分
団
副
分
団
長　
　
　
　

植　

村　

吉　

且

　

東
分
団
分
団
長　
　
　
　
　
　

北　
　
　

典　

欣

　

東
分
団
副
分
団
長　
　
　
　
　

北　

川　
　
　

誠

　

中
分
団
分
団
長　
　
　
　
　
　

畑　
　
　

新　

悟

　

中
分
団
副
分
団
長　
　
　
　
　

早　

川　

凉　

太

　

西
分
団
分
団
長　
　
　
　
　
　

吉　

田　

雄　

一

平
成
30
年
度
消
防
団
任
命
式
　

西
分
団
副
分
団
長　
　
　
　
　

桂　
　
　

慎　

弥

平
成
30
年
度　

和
束
町
消
防
団　

新
入
団
員

　

東
分
団
第
１
部　
　
　
　
　
　

谷　

村　
　
　

豊

　

東
分
団
第
３
部　
　
　
　
　
　

ブ
ロ
ジ
ェ
ッ
ト　

マ
イ
ケ
ル

　

東
分
団
第
３
部　
　
　
　
　
　

木　

村　
　
　

誠

　

中
分
団
第
２
部　
　
　
　
　
　

森　

脇　
　
　

剛

　

中
分
団
第
３
部　
　
　
　
　
　

吉　

村　

一　

真

　

西
分
団
第
２
部　
　
　
　
　
　

松　

本　

健　

矢

平
成
29
年
度
末
に
退
団
さ
れ
ま
し
た
和
束
町
消
防
団
本
団

役
員
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

湯
船
分
団
分
団
長　
　
　
　
　

柚　

木　

秀　

太

　

湯
船
分
団
副
分
団
長　
　
　
　

柚　

木　

昌　

也

　

中
分
団
分
団
長　
　
　
　
　
　

湊　
　
　

健
一
郎

　

中
分
団
副
分
団
長　
　
　
　
　

山　

口　

裕　

紀

　

西
分
団
副
分
団
長　
　
　
　
　

西　

田　

清　

秀

◇
南
山
城
村
◇

平
成
30
年
度　

南
山
城
村
消
防
団　

本
団
役
員

　

団　

長　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
久
保　

浩　

司

　

副
団
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

村　
　
　

宣

　

副
団
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴　

垣　

紀　

行

　

指
導
員
長
（
分
団
長
）　
　
　

山　

本　

英　

樹

　

第
１
分
団
分
団
長　
　
　
　
　

蛭　

川　
　
　

尚

　

第
１
分
団
副
分
団
長　
　
　
　

石　

田　

晴　

嗣

　

第
１
分
団
副
分
団
長　
　
　
　

屋　

敷　

浩　

彦

　

第
１
分
団
副
分
団
長　
　
　
　

大
久
保　

晋　

一

　

第
２
分
団
分
団
長　
　
　
　
　

大
久
保　

卓　

司

　

第
２
分
団
副
分
団
長　
　
　
　

德　

田　

直　

樹

　

第
２
分
団
副
分
団
長　
　
　
　

奥　

仲　

健　

二

平
成
30
年
度　

南
山
城
村
消
防
団　

新
入
団
員

　

第
１
分
団
第
３
部　
　
　
　
　

中　

澤　
　
　

諒

　

第
１
分
団
第
５
部　
　
　
　
　

垣　

谷　

武　

志

　

第
２
分
団
第
１
部
・
２
部　
　

北
久
保　

佑　

太

　

第
２
分
団
第
１
部
・
２
部　
　

中　

窪　

貴　

文

平
成
29
年
度
末
に
退
団
さ
れ
ま
し
た
南
山
城
村
消
防
団
本

団
役
員
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

副
団
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

南　
　
　

和　

昇

　

副
分
団
長　
　
　
　
　
　
　
　

山　

本　

寿　

文
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日　

時　

５
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

※�

参
加
者
が
８
人
以
上
に
な
っ
た

場
合
は
２
回
講
座
と
な
り
ま
す
。

　

２
回
目　

午
後
３
時
か
ら
４
時
30
分

※�

参
加
希
望
者
に
は
、
開
催
時
間
を
後
日
連
絡

し
ま
す
。

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

講　

師　

�

特
殊
篆
刻
家　

邦
庵
さ
ん
（
二
級
印

章
彫
刻
師
）

参
加
費　

１
１
０
０
円
（
材
料
費
＋
講
習
料
）

持
ち
物　

な
し

参
加
対
象　

�

笠
置
町
、
和
束
町
、
南
山
城
村
在
住
・

在
勤
の
1₈
歳
以
上
の
方

　
　
　
　

※
但
し
高
校
生
不
可

定　

員　

先
着
1₅
人

申
込
期
間　

５
月
７
日
（
月
）
～
11
日
（
金
）

申
込
・
問
合
せ

　

※
土
日
を
除
く　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

盆 ちょうちんの処分について　初盆にはちょうちんを飾り、送り火で燃やす風習がありますが、近年の住宅事情や廃棄物の規制によって
燃やすことはできなくなっています。ちょうちんと飾り棚を解体し、ひもで縛って粗大ごみ回収日に出してください。また、白木の位牌
はお寺様にお納めくださいますようよろしくお願いします。

募

　集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送
中
の

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断�

こ
こ
ろ
旅（
２
０
１
８
春
の

旅
）」。

　

番
組
で
は
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
で
旅
の

ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た
め
、
町
村
内
の
「
忘
れ

ら
れ
な
い
場
所
・
風
景
」
に
ま
つ
わ
る
手
紙
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

京
都
府
の
放
送
予
定

　
　
　
　

７
月
２
日（
月
）～
７
月
６
日（
金
）

応
募
期
限　

５
月
21
日（
月
）必
着

応
募
内
容　

�

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
性
別
・

年
齢
・
思
い
出
の
場
所
・
風
景
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

応
募
方
法　

�

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

4.nhk.or.jp/kokorotabi/

）
の
投

稿
フ
ォ
ー
ム
か
ら
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合

　
　
　
　

〒
１
５
０ｰ

８
０
０
１

　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
ま
で

問
合
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

｢

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅｣

お
手
紙
募
集
（
３
町
村
）

講

　座

催

　し

◦
和
束
町
教
室

実
施
日　

５
月
７
日（
月
）・
21
日（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

５
月
９
日
（
水
）・
23
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

実
施
日　

５
月
12
日
（
土
）

時　

間　

�

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館（
や

ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

実
施
日　

５
月
10
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

大
人
の
英
会
話
教
室

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

日　

時　

�

６
月
10
日
（
日
）�

午
後
１
時
開
場
・

２
時
開
演
（
４
時
終
演
予
定
）

場　

所　

�

八
幡
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　

※
座
席
数
１
２
２
０
席

内　

容　

◦�

出
演
団
体　

京
都
府
警
察
音
楽
隊
及
び
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
・
京
都
八
幡
高
等
学
校
吹
奏

楽
部

◦�

演
奏
曲
（
予
定
）　｢

南
風
の
マ
ー
チ｣

・｢

ル
ー

ジ
ュ
の
伝
言｣

等
、
京
都
八
幡
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
と
の
合
同
演
奏

入
場
方
法

◦�

入
場
無
料
。
事
前
に
配
布
す
る
整
理
券
［
５

月
１
日
（
火
）
か
ら
配
布
］
が
必
要
。

◦
整
理
券
の
配
布
場
所

　

ア
．
京
都
府
警
察
広
報
セ
ン
タ
ー
（
上
京
区
）

　

イ
．
八
幡
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

ウ
．
八
幡
・
向
日
町
・
宇
治
・
城
陽
・
田
辺

　
　
　

お
よ
び
木
津
の
各
警
察
署

そ
の
他

◦�

入
場
は
無
料
で
す
が
、
１
人
に
つ
き
１
枚
の

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

◦�

満
席
の
際
は
入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◦�
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦�

天
候
等
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
府
警
察
音
楽
隊�

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
６
４
２
・
５
９
７
２

　
　
　
　

京
都
府
警
察
本
部
広
報
応
接
課�

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
４
５
１
・
９
１
１
１（
代
表
）

京
都
府
警
察
音
楽
隊

｢

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル
ｉ
ｎ
八
幡｣

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

『
邦
庵
流 
体
験 
石
の
は
ん
こ
塾
』（
３
町
村
）

日　

時　

�

５
月
12
日
（
土
）

看
護
の
日
健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

茶
摘
み
等
体
験
教
室

 

（
府
立
木
津
高
等
学
校
と
共
催
）

内　

容　

茶
摘
み
等
体
験
講
座

日　

時　

�

５
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
立
木
津
高
等
学
校

概　

要　

�

茶
摘
み･

製
茶
見
学･

お
茶
詰
め
な

ど
の
体
験

　
　
　
　
（
雨
天
時
は
変
更
あ
り
）

講　

師　

�

京
都
府
立
木
津
高
等
学
校�

吉
田
浩
実�

教
諭

定　

員　

₅0
人

参
加
費
用　

�

５
０
０
円（
加
工
茶
葉
持
ち
帰
り
費
用
）

申
込
期
限　

�

５
月
５
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
０
０
円･

小
中
学
生
₅0
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

休
館
日･

月
曜
日

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館�

総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

8₆･

５
１
９
９

　
　
　
　
FAX

０
７
４
４･

8₆･

５
５
８
９

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

　
　
　
　

☎
０
５
７
０
・
０
６
６
・
０
６
６

　
　
　
　

ま
た
は

　
　
　
　

☎
０
５
０
・
３
７
８
６
・
５
０
０
０

　
　
　
　
FAX

０
３
・
３
４
６
５
・
１
３
２
７

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時

場　

所　

�

ガ
ー
デ
ン
モ
ー
ル
木
津
川
（
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
店
前
）

内　

容

◇�

身
長
・
体
重
・
血
圧
・
血
管
年
齢
・
骨
密
度

の
測
定

◇�

フ
ッ
ト
ケ
ア
相
談
（
爪
切
り
・
足
計
測
・
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
）
※
先
着
10
人

◇
健
康
相
談

◇
キ
ッ
ズ
向
け
看
護
白
衣
体
験

◇
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り�

　

先
着
順
で
記
念
品
贈
呈

対　

象　

�

地
域
に
お
住
ま
い
の
方
（
大
人
の
方

も
お
子
さ
ん
も
大
歓
迎
）

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
４
・
72
・
０
２
３
５

　
　
　
　

�

HPhttp://w
w
w
.yam

ashiro-hp.
jp/index.htm

l�
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き
こ
え
の
相
談
会

実
施
日

場　

所

５
月

16
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1₈
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

2₅
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４�

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

日　

時�

５
月
８
日
（
火
）・
22
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１ｰ

10

������　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅�

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

　
　
　
　

�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

費　

用　

無
料�

問
合
せ　

�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₁
・
０
７
０
１

　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

※�

相
談
会
以
外
の
日
で
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

実
施
日　

５
月
21
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

�

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

実
施
日　

５
月
21
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

�

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

人
権
・
困
り
ご
と
相
談
（
南
山
城
村
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

５
月
1₅
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

2₅
日
（
金
）
笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

日　

時　

５
月
23
日
（
水
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～　

場　

所　

�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間
程
度
）

対　

象　
�

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
５
月
16

日
（
水
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら
せ
く
だ

相

　談

そ
の
他

実
施
日　

５
月
1₅
日（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

　

消
火
器
は
一
般
の
ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
消
防
署
で
の
引
取
り
は
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
・
廃
棄
に
つ
い
て
は
、
下
記
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
電
話

に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

︻
株
式
会
社
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
︼

　
HPhttp://w

w
w
.ferpc.jp/

　

☎
０
３･

５
８
２
９･

６
７
７
３

　

�（
受
付�

午
前
９
時
～
午
後
５
時
た
だ
し
、
土
・

日
・
祝
日
及
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

問
合
せ

　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
１

実
施
日　

５
月
1₈
日（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階�

第
１
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

実
施
日　

５
月
2₅
日（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

　

南
山
城
村
で
は
６
月
１
日
（
金
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
正
午
ま
で
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

で
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

和
束
町
で
は
特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

実
施
日　

６
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

人
権
相
談
（
和
束
町
）

特
設
人
権
相
談
（
南
山
城
村
）

特
設
人
権
相
談
（
和
束
町
）

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９ｰ

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
1₅

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　
FAX

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

古
く
な
っ
た
消
火
器
の

リ
サ
イ
ク
ル
・
廃
棄
に
つ
い
て

笠置町水道メーター検針員を引き続き募集しています　広報れんけい 2018 年３月号に掲載しました笠置町水道メーター検針員の募集に
つきまして、応募期限を延長して募集を継続いたします。興味のある方はぜひご一報ください。
問合せ　笠置町建設産業課　☎ 0743・95・2301（代表）

日　

時　

５
月
24
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～

場　

所　
�

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
９
階�

会
議
室

内　

容　
�

特
別
講
演
「
高
齢
男
女
の
尿
も
れ
・

前
立
腺
の
悩
み
に
答
え
ま
す
」

講　

師　

�
京
都
府
立
医
科
大
学
泌
尿
器
科
学
教

室
教
授�
浮
村
理
先
生

　
　
　
　

※�

事
前
申
込
み
は
不
要
で
入
場
は
無

料
で
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

問
合
せ　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
２
３
５

第
₂₀
回
住
民
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

日　

時　

�

５
月
19
日
（
土
）�

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　

所　

�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原
２
階�

平
安
コ

ー
ト

共　

催　

�

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
・
京
都
府

木
津
警
察
署
・
相
楽
中
部
消
防
組
合

消
防
本
部
・
奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
・
奈
良
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
（
相
楽
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
）

主　

管　

�

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
（
相
楽
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
）

テ
ー
マ　

消
費
者
被
害
・
特
殊
サ
ギ
撲
滅

内　

容

◇�

第
１
部�

（
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分
）

　

◦
本
物
・
偽
物
ブ
ラ
ン
ド
品
展
示

　

◦�

住
宅
火
災
や
製
品
事
故
な
ど
に
つ
い
て
の
周
知

　

◦
子
ど
も
か
る
た
・
か
る
た
作
成

　

◦
缶
バ
ッ
ジ
を
つ
く
ろ
う
！
ほ
か

◇
第
２
部�

（
午
後
３
時
～
４
時
）

　

◦�

寸
劇
・
漫
才
（
タ
ナ
か
ら
イ
ケ
ダ
）・
サ

ギ
の
流
行
歌
な
ど

問
合
せ　

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
事
務
局

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
４
２
１

消
費
生
活
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

場　

所　

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）
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★ Pick UP ★
「たゆたえども沈まず」
原田　マハ 著

　誰も知らない、ゴッホの真実。天才
画家フィンセント・ファン・ゴッホと、
商才溢れる日本人画商・林忠正。二人
の出会いが、〈世界を変える一枚〉を生
んだ。
　1886 年、栄華を極めたパリの美術界
に、流暢なフランス語で浮世絵を売り
さばく一人の日本人がいた。彼の名は、
林忠正。その頃、売れない画家のフィ
ンセント・ファン・ゴッホは、放浪の末、
パリにいる画商の弟・テオの家に転がり込んでいた。兄の才能
を信じ献身的に支え続けるテオ。そんな二人の前に忠正が現
れ、大きく運命が動き出す --。『楽園のカンヴァス』『暗幕のゲ
ルニカ』の著者によるアート小説の最高傑作、誕生 !

今月の新着図書
町村別 種　類 タ�イ�ト�ル 著�者�名

笠�置�町

一般書
南極ないない 小塩哲郎
火定 澤田瞳子
たゆたえども沈まず 原田マハ

児童書

わたしの空と五・七・五 森埜こみち
よりみち 3人修学旅行 市川朔久子
チョコレート物語
一粒のおくり物を伝えた男 佐和みずえ

和�束�町

一般書
オーパーツ死を招く至宝 蒼井碧
天翔ける 葉室麟
掟上今日子の色見本 西尾維新

児童書

だるまちゃんとかまどちゃん 加古里子
パグパグ 3きょうだい 長澤星
1日 10分でせかいちずを
おぼえる絵本

あきやまかぜさ
ぶろう

南山城村

一般書
百年泥 石井遊佳
アナログ ビートたけし
日本茶の図鑑

児童書

サイエンスコナン防災の不思議 青山剛昌
空はどうして青いのか 松村しづ子

ともだちになろう ミース・ファン・
ハウト

☆3町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

「
簡
単
に
、
確
実
に
利
益
が
出
る
？
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
に
ご
注
意
！
」

Ⓠ 
日
常
的
に
ネ
ッ
ト
の
副
業
を
探
し

て
問
合
せ
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
個

人
名
の
付
い
た
ネ
ッ
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
メ
ー
ル

が
届
い
た
。「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
出
来
れ
ば
年
収
１
千
万
円
は
確

実
、
大
き
く
人
生
を
変
え
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。」
と
謳
っ
た
動
画
広
告
を

見
て
そ
の
気
に
な
り
50
万
円
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
分
割
払
い
で
決
済
、
言
わ
れ

た
と
お
り
に
し
た
が
全
く
儲
か
ら
な

い
。
騙
さ
れ
た
と
思
う
。
返
金
し
て

欲
し
い
。（
40
歳
代　

男
性
）

Ⓐ�

儲
か
る
シ
ス
テ
ム
に
参
加
し
て
そ

の
情
報
を
受
け
取
り
指
示
に
従
う
だ

け
で
高
収
入
に
な
る
と
誘
わ
れ
、
動

画
広
告
で
は
「
簡
単
な
作
業
だ
け
で

１
億
円
を
稼
ぐ
の
も
夢
で
は
な
い
、

信
じ
て
つ
い
て
く
る
だ
け
。」
と
繰
り

返
さ
れ
ま
す
が
、
仕
事
の
具
体
的
な

内
容
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
自
宅

に
い
な
が
ら
簡
単
に
収
入
を
得
ら
れ

る
こ
と
に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
て
、

ど
う
い
う
仕
組
み
で
収
入
を
得
ら
れ

る
の
か
、
仕
事
内
容
を
確
認
せ
ず
に

契
約
す
る
と
、
約
束
さ
れ
て
い
た
サ

ポ
ー
ト
も
な
く
「
こ
ん
な
は
ず
で
は

な
か
っ
た
。」
と
い
う
結
果
に
な
っ
て

し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
今
回
の
件
は

広
告
の
問
題
点
を
挙
げ
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
や
決
済
代
行
会
社
、
サ
イ
ト

運
営
会
社
な
ど
に
対
し
て
解
約
と
返

金
を
申
し
出
た
結
果
、
幸
い
に
全
額

返
金
さ
れ
ま
し
た
が
現
金
で
支
払
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
返
金
を
あ
き

ら
め
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ネ
ッ
ト
の
副
業
案
内
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　
　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）

　

�

☎
０
７
７
４
・
₇₂
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
　
　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　

※
平
成
30
年
４
月
か
ら
相
談
時
間
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住　

所　

�

木
津
川
市
木
津
上
戸
1₅
相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
総
合
庁

舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
０
７
５･

２
５
７･

９
０
０
２
へ（
電
話
の
み
）

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　５月27日（日）午前10時30分～　　場　所　和束町体験交流センター１階ホール

☆『こどもの読書週間』
　�４月23日～５月12日は『こどもの読書週間』です。これに合わせて、読書の機会をより増やすため、『こど
もの読書週間』期間中の木曜日は図書の貸出をおこないます。

★ Pick UP ★

図書室
　だよ

り



環 境

ビ ン

ビン・缶類の出し方ビン・缶類の出し方

●ビン収集日

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課
和束町農村振興課

南山城村産業生活課
相楽東部クリーンセンター

☎ 0743･95･2301（代表）
☎ 0774･78･3008（直通）

☎ 0743･93･0105（直通）
☎ 0774･78･4153

ベストショット今月の

３町村人口 人口・世帯数（平成30年４月１日現在）

笠　置　町● ●

人　口　1,374 人 　（－8）
世帯数　　655 世帯（－1）

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1

TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

和　束　町● ●

人　口　4,026 人  （－22）
世帯数　1,708 世帯（＋2）

〒619-1212 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2

TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

南山城村● ●

人　口　2,807 人 　（＋5）
世帯数　1,247 世帯（＋4）

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1

TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

～緑泉コース～

　緑泉コースは和束茶カフェを発着点とした一周約3.9ｋ
ｍ、約80分のウォーキングコースです。コース上には写真
のような美しい茶畑景観や弥勒磨崖仏をみることができ、
短時間で和束の自然と茶畑景観を満喫することができます。
　のんびりとウォーキングを楽しんだあとは、和束茶カ
フェで和束茶やスイーツをお楽しみください。

問合せ　和束町地域力推進課
　　　　☎0774・78・3002（直通）

笠 置 町　 毎月　第2火曜日の翌日
和 束 町　 毎月　第３金曜日
南山城村　 毎月　第３月曜日

出せるもの（一例）
ジュースのビン・酒のビン・調味料のビン

出す時の注意
●キャップやふたは必ず外して、中身を
全部取り除き軽く水洗いしてください。

●外したふたは、プラスチック製のもの
はプラスチック製容器包装に、金属性
のものは粗大ごみに出してください。

●ビール瓶・一升瓶・牛乳瓶等はできる
だけ購入店へ返却してください。購入
店に返却された瓶は洗浄してリユース
（再利用）されます。
●農薬・劇薬等のビ
ンは収集できませ
んので販売店等に
引取を依頼してく
ださい。

和束町

緑泉コース
ウォーキングマップ

緑泉コース ビューポイント

缶 類

●缶類収集日
笠 置 町　 毎月　第３日曜日の翌日
和 束 町　 毎月　第２・４金曜日
南山城村　 毎月　第２水曜日

出せるもの（一例）
ジュースの缶・ビールの缶・缶詰の缶
一斗缶・スプレー缶

出す時の注意
●中身を全部取り除き水洗いしてくださ
い。

●中にタバコなどを入れたまま出さない
でください。

●スプレー缶・カセットボンベ等につい
ては中身が残ったままであると、発火
事故の原因となり大変危険です。使い
きってから缶に穴
を開け缶類の日に
出してください。

●缶以外の金属は粗
大ごみに出してく
ださい。

広
報
れ
ん
け
い

2
0
1
8
．5
　
N
o.1
4
6

編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
合

〒
619

-1205　
京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番

地
の
1
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Ｌ
：
0
7
7
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1
2
0
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
7
7
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7
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0
1
2
1

印刷所　株式会社　昭文社
　　　　〒630－8031　奈良市柏木町176－1
　　　　TEL：0742－34－2161　FAX：0742－34－2196


